
油
入
十
五
落

第
入
巻

第
四
珊

山
鹿
素
行
に
於
け
・
ろ
古
學
思
想
の
登
達

加
　
藤

仁
　
亭

先
年
薫
育
研
究
錐
に
「
素
行
學
の
獲
達
理
論
」
建
題
す
ろ
小
篇
舌
禍
げ
六
事
が
あ
る
が
、
其
の
後
訂
正
婚
補
す
べ
き
貼
な
少
か
ら
ず
褒
乱
し
カ
の
で
、
今

そ
の
古
學
約
方
臆
丈
存
新
し
く
書
き
改
め
て
見
力
。
蓉
稿
定
重
複
す
る
ミ
こ
ろ
の
あ
る
の
ば
切
に
寛
恕
な
請
ふ
定
こ
ろ
で
あ
る
。

陶

297

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
詩
学
博
學
多
才
唯
今
弘
交
院
を
さ
し
麗
世
上
に
有
之
間
敷
写
（
配
灰
残
筆
、
淺
野
因
π
珈
公
）

弘
文
院
林
、
羅
宇
の
搏
學
多
才
は
二
言
の
認
む
る
ε
こ
ろ
で
．
あ
る
が
、
明
暦
三
年
正
月
二
十
三
日
に

易
簑
し
て
み
る
か
ら
、
下
湯
公
の
此
の
批
詐
も
同
年
帥
ち
素
行
子
三
十
六
歳
以
前
の
事
ご
察
せ
ら

れ
る
。
漢
學
、
野
史
、
地
理
、
雲
散
、
歌
學
、
和
習
、
兵
學
其
他
當
時
の
學
問
の
全
領
域
に
亘
っ
て
み
る
極
め

て
、
範
圃
の
廣
い
全
素
行
學
の
中
で
、
最
も
強
く
野
芝
∵
警
め
営
業
の
螢
揮
せ
ら
れ
た
る
、
彼
の
特
色
で

　
　
　
　
山
鹿
素
行
に
於
け
ろ
古
學
思
想
の
獲
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
　
　
奮
墨
研
究
第
八
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

98

2
・
あ
り
本
領
で
あ
る
思
想
の
膿
系
を
余
は
彼
自
身
の
用
語
に
從
っ
て
「
聖
學
」
ご
名
づ
け
る
。
而
し
て

　
そ
の
聖
學
の
主
要
な
る
色
彩
を
求
め
て
古
細
論
、
士
道
的
、
國
禮
論
的
の
三
こ
す
る
。

　
（
こ
醒
覚
的
方
面
、
全
素
行
學
に
醤
す
る
根
本
論
で
あ
っ
て
、
周
公
孔
子
へ
の
直
接
の
復
蹄
で
あ
る
。

　
素
行
子
自
身
は
全
素
行
學
を
聖
學
ビ
い
ひ
な
が
ら
も
、
多
く
は
こ
の
方
面
を
さ
し
て
特
に
聖
學
こ

　
い
っ
て
み
る
。
人
ビ
い
ふ
立
場
か
ら
聖
人
の
道
を
窺
ふ
場
合
の
人
道
的
な
敏
で
一
般
に
は
古
學

　
ε
い
は
れ
て
み
る
。
手
並
古
學
ご
い
ふ
の
は
宋
學
に
反
立
し
て
孔
子
に
還
る
學
説
を
い
ふ
の
で
、

　
支
那
に
於
て
は
明
末
、
呉
蘇
原
の
頃
よ
り
興
り
清
朝
に
集
え
或
は
訓
話
、
校
勘
、
侵
出
、
智
七
癖
の
諸
涙

　
に
別
れ
、
或
は
卓
立
古
文
の
學
を
主
こ
す
る
も
の
、
西
漢
今
文
の
學
を
宗
ご
す
る
も
の
等
の
涙
を
生

　
じ
だ
が
、
大
禮
の
傾
向
ご
し
て
は
鄭
玄
、
馬
瀬
等
の
如
き
漢
唐
の
悪
者
の
説
を
基
礎
ご
し
て
如
何
に

　
経
典
を
解
せ
る
か
を
説
明
し
而
も
薗
説
を
立
て
す
註
そ
の
も
の
は
か
う
だ
ε
い
ふ
馬
流
的
な
言

　
語
學
的
、
考
誰
學
的
研
究
法
を
用
み
る
が
、
日
本
に
趣
つ
た
古
學
は
訓
詰
、
は
大
曲
に
於
♂
、
露
虫
よ
り

　
も
漢
唐
の
方
を
可
な
り
ε
認
め
つ
、
而
も
臼
説
を
交
ふ
る
こ
ご
火
な
る
も
の
で
、
特
に
素
行
子
の

　
そ
れ
は
何
等
後
人
の
註
疏
に
頼
ら
す
專
ら
量
。
ゴ
周
公
孔
子
を
唱
へ
π
も
の
で
あ
る
。

　
；
士
道
的
、
武
士
冠
會
を
前
提
こ
し
て
右
の
心
頭
、
を
實
行
ず
る
時
に
起
る
べ
き
論
理
的
必
然
の

　
藩
命
で
あ
る
。
所
謂
山
鹿
流
兵
法
ε
密
接
不
離
の
無
憂
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
兵
法
が



平
な
る
戦
術
以
上
に
「
孔
子
老
子
孟
子
も
ろ
一
の
先
聖
先
賢
皆
兵
法
の
上
手
な
り
、
日
本
に
て
は

聖
徳
太
子
な
り
」
こ
か
、
四
書
六
経
を
兵
法
の
書
で
あ
る
ご
い
っ
て
「
士
の
法
を
正
し
義
を
養
ひ
天
下

を
治
め
國
を
治
む
る
は
皆
士
の
本
こ
す
る
庭
な
り
，
其
名
目
早
言
の
か
は
れ
る
を
以
て
兵
法
に
あ

ら
す
ビ
思
ふ
な
り
」
（
註
こ
ご
か
い
ふ
性
質
を
含
ん
で
み
る
こ
ご
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
　
＝
般

に
は
武
士
道
ε
い
は
れ
て
み
る
が
素
行
子
白
一
身
は
士
旧
歓
ご
い
ふ
語
を
用
み
て
み
る
。
「
孔
子
日
爲

國
華
足
食
酢
兵
愚
謂
文
武
者
左
右
也
陰
陽
也
不
可
偏
腰
」
こ
い
ふ
の
は
そ
の
出
螢
黙
の
一
で
あ
る
。

（
三
）
国
管
論
的
、
土
塁
の
聖
學
を
實
現
せ
ん
ε
す
る
は
支
那
に
施
す
し
て
離
職
を
異
に
せ
る
日
本

で
あ
り
そ
こ
に
生
れ
そ
こ
に
住
す
る
獄
本
人
に
於
て
す
る
ご
い
ふ
日
本
我
の
自
畳
を
起
し
た
場

合
を
い
ふ
の
で
、
智
、
仁
、
勇
ご
い
ふ
聖
入
の
蓬
徳
を
以
て
日
本
の
國
騰
を
論
じ
當
時
の
鴬
外
郭
内
説

に
反
甥
し
だ
も
の
で
あ
る
○

　
　
註
一
　
山
鹿
素
行
兜
生
精
淋
訓
一
一
九
頁
の
陵
筆
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雫
面
的
論
理
的
に
の
み
偉
人
の
思
想
を
見
ん
ビ
す
る
は
多
く
の
危
瞼
を
俘
ふ
Q
生
き
一
し

て
登
臨
す
る
の
が
人
間
で
あ
り
偉
人
の
特
色
で
も
あ
る
。
素
行
子
四
十
六
歳
「
の
著
述
四
書
句
讃

大
全
第
一
¶
懇
の
懇
首
に
掲
げ
ら
れ
て
る
讃
大
壷
法
（
註
二
）
の
中
に
も

　
　
　
　
山
鹿
索
行
に
於
け
お
古
學
思
想
の
獲
悲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
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哲
學
研
究
　
第
八
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
某
所
解
擦
今
日
薗
謂
穏
只
恐
後
楽
又
有
不
穏
某
爲
人
怨
讐
而
蓮
成
故
多
走
作
後
之
同
志
勿
揮

　
更
正
焉

ご
見
え
て
み
る
が
、
事
實
彼
の
思
想
は
よ
く
鍵
遜
し
よ
く
螢
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
之
を

嚴
密
に
究
め
な
け
れ
ば
彼
の
思
想
の
眞
相
は
理
解
さ
れ
な
い
。
　
一
時
代
の
思
潮
を
論
ず
る
時
な

ざ
に
撃
っ
て
一
の
大
思
想
家
の
説
を
一
言
の
も
ご
に
捉
へ
來
っ
て
批
評
し
去
る
こ
ご
が
あ
る
け

れ
ご
も
、
そ
れ
は
往
々
に
し
て
そ
め
大
思
想
家
の
あ
る
時
代
の
あ
る
著
述
に
現
は
れ
た
ほ
ん
の
片

鱗
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
劉
底
全
腔
を
推
測
す
る
こ
ε
の
毘
來
な
い
や
う
な
場
合
が
多
い
。

こ
れ
が
本
篇
に
於
て
思
想
の
書
聖
的
方
面
に
留
意
し
た
理
由
で
あ
る
。

　
　
謎
二
　
由
鹿
語
類
の
聖
馬
革
に
も
讃
大
望
法
ほ
あ
る
が
、
こ
の
丈
に
載
っ
て
み
な
い
。
四
書
句
談
大
全
に
大
正
田
無
七
月
堅
甲
の
素
行
會
綴
版
本
に

　
　
擦
つ
穴
。

　
論
を
進
め
る
に
際
し
て
先
づ
根
本
更
料
の
贋
値
を
里
美
に
批
評
し
て
お
く
。
爾
誓
文
第
十
三

年
第
十
號
及
び
第
十
二
號
の
拙
稿
「
山
鹿
素
行
の
紫
電
及
び
開
係
書
に
就
い
て
」
を
も
墾
照
さ
れ
た

い
Q
素
行
の
外
孫
津
蟹
耕
道
軒
が
、
素
行
の
波
後
二
十
四
年
五
ケ
月
の
後
に
脱
稿
し
淀
山
鹿
誌
は
、

有
力
な
る
塗
料
で
は
あ
る
が
日
記
を
見
て
み
な
い
こ
ご
、
漢
謬
に
伸
ふ
意
識
的
、
無
意
識
の
誇
張
、
轡
田

時
の
傳
税
使
用
の
誤
等
が
あ
る
か
ら
そ
の
儘
に
信
ず
る
事
の
出
挙
な
い
黙
が
あ
る
。
殊
に
耕
遣



30工

軒
自
筆
の
原
本
が
襲
見
さ
れ
て
る
な
い
か
ら
本
文
そ
の
も
の
に
も
批
鋼
の
除
地
は
存
す
る
。
次

に
最
も
重
要
な
り
ご
認
め
ら
れ
て
み
た
配
所
留
筆
の
自
筆
の
原
本
を
利
用
す
る
こ
ε
は
、
流
布
本

の
そ
れ
に
比
し
て
著
し
く
確
實
性
を
塔
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
精
解
三
年
正
月
十
一
日
邸
ち
素
行

子
五
十
四
歳
に
初
め
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
前
受
生
に
於
て
は
往
々
に
し
て
記
憶
の

誤
を
憶
見
す
る
Q
吾
人
は
本
書
ご
彼
の
日
記
ご
を
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
、
所
謂
一
般
の
偉
人
の

自
県
傳
な
る
も
の
の
危
瞼
性
を
暗
示
さ
れ
る
心
地
が
す
る
。
第
三
に
は
彼
の
日
記
持
ち
原
題
家

譜
こ
い
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
慶
安
二
年
（
二
十
二
歳
）
頃
迄
は
年
譜
式
の
鮪
略
な
記
事
し
か
載

せ
て
な
い
か
ら
、
自
筆
原
本
の
墨
色
を
見
な
い
余
に
は
そ
れ
以
前
の
記
事
に
貸
し
て
は
箇
々
し
く
、

毎
日
忠
實
に
記
載
し
た
日
記
の
如
き
三
管
性
を
有
す
る
も
の
ε
信
ず
る
謬
に
は
行
か
な
い
。
殊

に
後
孚
は
草
筆
ε
猛
害
ε
の
甚
し
く
て
頗
る
警
み
難
し
ε
い
ひ
、
そ
れ
を
贈
与
編
纂
で
爲
し
て
お

い
元
の
を
重
ね
て
複
発
し
π
も
の
に
擦
つ
π
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
聞
誤
謬
な
き
を
保
思
し
難
い
。

か
く
て
吾
人
は
彼
の
前
野
生
の
思
想
に
封
ず
る
根
本
史
料
の
便
値
を
大
里
左
記
の
順
序
に
決
定

し
て
お
く
。

第
一
、
明
に
自
筆
で
あ
る
8
思
は
れ
る
三
十
五
歳
頃
の
署
述
及
び
そ
の
良
序
に
現
は
れ
た
る
も
の
、

第
二
、
日
記
、
二
十
半
歳
以
前
の
記
事
ご
雄
も
五
十
四
歳
の
残
筆
よ
う
は
遙
に
正
確
で
あ
る
。

　
　
　
　
山
鹿
索
行
に
於
け
る
古
學
患
想
の
獲
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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哲
學
研
究
　
第
入
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

第
ご
「
配
班
残
筆

第
四
、
山
鹿
誌

而
し
て
本
篇
に
於
て
引
用
す
る
謡
曲
は
』
尽
毒
蛾
國
大
學
國
史
研
究
室
悪
罵
の
農
本
に
τ
上
越
の

程
度
の
確
實
性
あ
る
も
の
を
用
ゐ
配
所
残
筆
は
自
筆
原
本
の
寓
愈
々
版
本
を
用
ゐ
、
山
鹿
誌
は
素

行
會
登
刊
の
も
の
に
膿
う
、
三
十
五
歳
頃
の
著
述
は
凡
て
自
筆
の
原
本
に
蝶
つ
た
Q

闘

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
配
所
残
筆
に
所
謂
「
六
歳
よ
）
親
申
付
候
而
學
被
愚
慮
候
へ
共
不
器
用
に
候
而
漸
八
歳
の
比
迄

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
四
書
五
経
追
書
詩
文
之
書
大
方
よ
み
畳
候
」
ご
あ
る
の
が
、
凡
ゆ
る
更
豊
中
で
登
辛
し
得
る
學
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
最
初
で
あ
っ
た
こ
思
は
れ
る
。
醜
業
誌
二
頁
に
「
九
歳
三
皇
四
書
六
経
及
七
書
諸
家
之
詩
篇
文

集
奥
」
ご
あ
る
の
は
、
右
に
基
い
て
少
し
く
事
實
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
九
歳
の
時
林
門

に
入
っ
た
が
、
そ
れ
が
入
學
の
初
め
で
あ
っ
た
。
日
記
寛
永
七
年
庚
午
の
條
に
、

　
　
　
　

　
九
歳
依
稻
葉
氏
丹
後
守
先
容
列
羅
山
子
林
湛
春
之
門
人
漫
事
既
讃
四
書
五
経
及
山
谷
等
書
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
む
　
　

　
・
山
子
以
無
黙
之
論
語
護
其
序
予
至
登
窯
得
讃
之
其
後
束
鹿
子
永
喜
興
滋
春
招
予
倉
山
谷
讃
之

　
各
威
其
奇



　
ε
あ
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
、
獲
筆
に
「
我
等
に
論
語
の
序
無
黙
の
麿
本
に
而
よ
ま
せ
被
串
候
我
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
よ
み
候
へ
ば
山
谷
を
取
出
湯
而
被
爲
護
候
を
あ
る
は
、
素
行
自
身
の
記
憶
の
誤
で
あ
る
。
か
く
て

　
残
燈
に
よ
れ
ば
幼
少
に
て
斯
く
の
如
く
讃
む
の
は
誠
に
奇
特
の
事
で
は
あ
る
が
、
田
亡
霊
問
の
者
・

　
が
敷
つ
た
も
の
ご
見
え
て
黙
が
悪
い
ε
い
ふ
の
で
、
十
一
歳
迄
に
以
前
に
窪
ん
だ
書
物
の
瓢
を
改

　
め
て
無
黙
の
本
で
護
み
直
し
旋
。
山
鹿
誌
三
頁
に
所
謂
「
日
々
践
霜
劉
學
並
立
星
蹄
家
、
講
習
討
論

　
藤
壷
先
儒
画
面
趣
亡
霊
」
ご
あ
る
の
は
こ
の
頃
を
さ
し
て
み
る
。
文
筆
に
よ
れ
ば
こ
の
年
既
に
二

　
百
石
を
以
て
召
抱
へ
ん
こ
し
た
大
名
が
現
は
れ
て
る
る
。
吾
人
は
鼓
に
先
づ
彼
が
早
熟
的
天
才

　
、
の
一
端
を
…
獲
見
す
る
の
で
あ
る
◎
此
頃
は
宋
學
の
傍
、
詩
文
に
も
カ
を
注
い
だ
も
の
ε
見
え
て
、
日

　
記
の
寛
水
九
、
十
、
十
，
ご
年
正
月
の
條
な
ざ
に
そ
の
一
面
が
偲
ば
れ
る
。
土
筆
に
「
十
一
歳
の
春
歳
旦

　
細
論
を
初
而
作
暴
風
滋
春
へ
見
せ
候
へ
ば
、
一
宇
改
被
串
候
而
剛
序
文
を
書
幼
少
之
述
作
別
而
戚

　
市
之
由
書
歌
被
副
之
和
韻
凝
血
候
」
ビ
あ
る
の
は
、
日
記
の
寛
永
九
年
の
正
月
を
さ
し
て
み
る
。
修

　
敷
要
録
の
自
序
に
「
中
好
記
諦
詞
章
」
ご
あ
る
の
は
正
し
く
此
の
頃
及
び
そ
の
後
音
年
間
を
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
み
る
も
の
で
あ
ら
う
。
や
が
て
こ
の
早
熟
的
天
才
は
愈
々
そ
の
光
を
登
揮
し
て
、
十
五
六
歳
に
し

　
て
既
に
四
書
面
心
数
十
懇
の
官
女
作
を
出
す
に
至
っ
た
。
日
記
に
は
次
の
如
く
載
せ
ら
れ
て
ゐ

　
る
。

鵬　
　
　
　
　
趣
鹿
素
行
に
於
け
る
古
醗
忽
想
の
獲
藩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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哲
學
研
究
第
八
十
鷲
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弩
　
寛
永
十
四
皿
草
藤
十
月
大
學
中
庸
詳
解
初
名
筆
啓
集
成
罹
甘
干
災
草
稿
亦
亡
、
唯
中
庸
草
少
有
、

　
同
十
五
無
謬
多
論
語
諺
解
成
罹
丁
酉
災
残
篇
存
五
冊
軍
政
里
仁
子
撃
先
進
顔
淵

　
同
十
山
ハ
肥
年
多
孟
子
諺
　
解
十
四
懇
成
苗
丁
酉
災
草
鵠
葉
猫
存
、

是
等
の
残
本
は
今
以
て
登
見
さ
れ
な
い
か
ら
（
註
三
）
そ
の
内
容
を
確
實
に
知
る
事
は
出
來
な
い
が
、

朱
子
直
系
の
相
承
、
道
春
永
二
二
授
の
講
義
筆
記
こ
も
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
ご
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残
筆
に
も
「
我
等
事
幼
少
よ
り
肚
年
迄
専
乱
丁
朱
子
之
二
筋
を
勤
、
依
之
其
比
我
等
述
作
の
書
は
皆

程
朱
の
學
筋
迄
に
候
」
ε
見
え
て
を
る
。

　
　
設
三
態
艶
事
組
惣
嫁
素
行
チ
山
鹿
甚
五
衛
門
一
七
五
頁
に
夕
げ
ら
れ
遣
る
所
司
大
學
中
庸
諺
解
の
焼
亡
ぜ
る
残
本
た
輕
卒
に
當
代
の
も
の
ミ
し
て

　
　
　
信
ず
る
纂
の
綴
來
な
い
理
由
ほ
藝
文
第
十
三
年
第
十
號
の
拙
稿
な
塗
照
さ
れ
れ
い
。

資
記
寛
永
＋
七
厳
年
の
條
に

　
今
年
因
蒔
田
氏
甫
庵
請
、
講
論
語
、
叉
因
黒
田
田
舞
右
辺
門
請
、
講
孟
子
佐
久
聞
久
七
等
來
會

ご
あ
る
に
饗
し
、
残
筆
で
は
「
十
五
歳
の
時
初
而
大
嘗
の
愚
輩
仕
置
聴
衆
大
勢
有
之
候
」
ビ
寛
永
十
三

年
の
事
を
述
べ
た
後
に
、

　
十
六
歳
の
時
、
大
森
信
濃
守
殿
箕
比
は
佐
久
間
久
七
）
黒
田
信
濃
守
殿
（
其
比
は
源
右
噴
門
）
御
班
望

　
に
而
孟
子
を
講
評
仕
候
、
蒔
田
黒
星
老
論
語
，
御
所
望
、
同
年
講
群
、
い
つ
れ
も
翌
年
迄
に
講
絡
候



ε
あ
っ
て
鼓
に
も
三
ヶ
年
の
差
異
を
登
見
す
る
。
か
一
て
日
記
正
心
二
早
年
の
條
に
「
＋
一
月
講

春
秋
左
氏
傳
畢
之
、
荒
尾
久
成
李
入
近
年
文
案
之
」
ビ
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
二
十
四
歳
の
時
で
あ
っ

て
、
其
の
後
は
劇
甚
紳
道
歌
學
等
に
就
い
て
は
重
大
な
時
期
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
聖
學
に
就
い
て
は

こ
十
七
歳
迄
殆
ざ
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
併
し
程
朱
の
學
筋
に
満
足
し
得
な
か
つ
π

こ
ε
は
後
年
残
筆
に
て
七
時
を
回
想
し
て
「
然
共
我
等
不
器
用
故
に
候
総
論
朱
の
學
を
二
心
而
は

持
敬
静
座
之
工
夫
に
陥
候
文
入
品
沈
獣
に
罷
成
候
様
に
蝿
候
」
ご
記
し
て
み
る
の
で
も
わ
か
る
。

国
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か
く
て
彼
の
思
想
は
漸
次
痴
言
し
て
、
残
筆
の
語
を
借
り
れ
ば
門
朱
子
學
よ
り
は
老
荘
灘
の
作
略

は
活
達
自
由
に
候
而
性
心
の
作
用
天
地
一
枚
の
妙
用
高
く
明
か
成
標
に
被
存
候
而
何
事
も
本
心

薗
性
の
用
所
を
以
て
仕
候
故
滞
南
無
之
乾
坤
打
破
仕
候
而
も
萬
代
不
溶
の
一
理
は
慢
幌
洒
落
た

る
所
無
疑
存
候
」
ε
い
ふ
に
至
づ
だ
。
日
記
慶
安
元
年
三
月
二
十
七
同
の
條
に
道
士
凍
心
來
話
ζ

あ
り
、
そ
の
四
月
の
條
に
は
因
雷
声
之
求
述
修
身
受
用
抄
と
あ
る
が
、
こ
の
修
身
受
用
抄
は

　
孔
子
老
子
騨
迦
三
敏
ご
も
に
文
字
を
お
ぽ
へ
多
聞
に
い
た
る
事
を
な
ら
へ
ε
云
お
し
へ
あ
ら

　
ゆ
る
書
物
に
見
え
す
萬
恕
の
書
は
唯
自
性
明
徳
の
本
道
を
し
ら
ん
其
あ
し
し
ろ
な
り

　
　
　
　
出
挙
索
行
に
於
け
る
古
學
思
想
の
嚢
蓬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
學
研
究
第
入
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

ビ
、
懇
頭
に
於
て
既
に
孔
老
輝
三
激
の
一
致
ご
も
見
る
べ
き
思
想
を
出
し
自
性
明
徳
の
本
宮
を
知

ら
ん
ご
せ
る
も
の
で
、
四
時
程
昏
々
に
鋤
し
て
動
揺
の
あ
っ
元
事
は
明
で
あ
る
。
而
し
て
邪
念
を

起
し
た
り
疑
っ
だ
う
惑
っ
た
り
す
る
事
を
「
瀞
道
に
は
二
見
と
云
ひ
佛
萢
に
は
二
念
ε
云
ひ
儒
遣

に
は
邪
知
ご
云
ふ
〕
ご
結
論
し
て
、
こ
～
に
は
棘
儒
佛
之
敷
の
一
致
を
示
し
て
居
る
。
修
敷
要
録
り

自
序
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
ヘ
　
へ
　
せ
　
へ
　
ぶ
　
ち

　
堆
而
口
嗜
謂
理
好
輝
輝
老
麺
而
殆
以
三
隅
爲
一
致
以
六
理
爲
糟
粕
不
因
程
朱
廿
里
鐸
聞
宇
訓

　
期
爲
註
解
直
指
本
心
畳
了
、
其
間
言
行
爲
皆
無
過
不
及
、
縦
有
過
不
及
亦
是
一
事
之
糟
粕
耳
、
以
爲

　
象
山
陽
明
猶
不
知
此
地
実

ε
あ
る
の
は
追
撃
の
思
想
を
さ
す
も
の
で
あ
ら
う
。
爾
喜
々
老
荘
を
好
ん
で
み
た
事
は
、
残
筆
に

中
比
老
子
荘
子
を
好
み
玄
々
虚
無
の
沙
汰
を
本
ご
在
候
」
ご
あ
る
に
徴
し
て
も
、
亦
山
鹿
語
類
序
へ
註

四
）
壬
辰
三
十
一
歳
の
條
の
す
ぐ
前
に
「
先
生
聞
涌
志
於
老
荘
之
書
殆
究
其
理
」
ご
あ
る
に
よ
っ
て
も

大
回
察
し
得
ら
れ
る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
註
四
　
國
書
刊
行
愈
本
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
ぬ
や
し

日
記
の
慶
安
三
惑
年
十
月
十
九
日
に
は
、
因
招
請
至
丹
朋
光
重
左
京
大
夫
輪
講
荘
子
齊
物
論
ご
見

え
て
み
る
が
慶
安
三
年
は
素
行
子
二
十
九
歳
の
時
で
中
江
藤
樹
波
し
て
二
年
木
下
長
逗
子
卒
し
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で
一
年
の
後
に
し
て
、
將
軍
家
光
の
麗
去
及
び
由
比
正
雪
（
註
五
〉
の
隠
謀
凝
畳
し
此
の
二
つ
の
事
件

は
経
世
家
ε
し
て
の
素
行
に
籐
程
の
打
撃
を
與
へ
た
も
の
で
も
あ
り
、
叉
そ
の
記
事
は
彼
の
H
記

に
少
か
ら
ざ
る
頁
を
占
め
て
み
る
－
1
一
に
先
立
つ
事
一
年
の
時
で
あ
る
。
早
筆
に
於
て
は
二
十

五
歳
の
事
こ
し
て
次
の
如
く
あ
ら
は
れ
て
み
る
。
吾
人
は
是
に
よ
っ
て
多
方
面
な
る
素
行
子
が
、

こ
の
方
面
に
於
て
も
亦
如
何
に
藷
奥
を
究
め
且
つ
如
何
に
時
人
よ
り
重
ん
せ
ら
れ
た
か
を
知
る

事
が
出
摩
る
。

　
同
年
丹
朋
左
京
大
夫
殿
兼
而
我
等
に
兵
書
御
聞
候
序
に
荘
子
の
予
予
御
所
望
候
而
折
々
講
尺

　
候
荒
尾
李
八
郎
殿
揖
斐
興
左
衛
門
殿
な
ざ
御
平
候
其
時
分
は
我
等
專
老
子
荘
子
の
學
を
こ
の

　
み
候
世
禄
護
申
候
然
に
武
田
滋
難
事
明
暉
院
に
老
荘
爆
風
候
近
代
世
上
に
荘
子
の
講
讃
は
無

　
之
候
拙
者
読
候
事
號
鱒
心
之
候
聞
一
座
闘
∵
甲
単
願
を
淺
野
因
湯
公
へ
脇
腿
被
申
候
旨
響
町
遡
公
拙
者

　
へ
御
事
被
成
歯
而
道
安
里
丹
朋
左
京
殿
亭
に
而
一
座
仕
候
而
拙
者
荘
子
聞
被
申
候
道
安
殊
外

　
拙
者
を
褒
美
不
大
方
候
其
段
後
饗
膳
溺
公
営
咄
照
準
安
は
尊
師
殊
更
學
問
も
廣
才
に
無
之
候

　
（
註
山
ハ
）
…
得
丑
ハ
欝
欝
可
院
…
以
來
不
承
㎝
候
由
別
而
褒
美
被
湖
岸
故
轍
日
付
麗
昌
恢
事
に
候

山
鹿
誌
に
も
同
じ
く
二
十
五
歳
の
時
の
事
ε
し
て
、
之
を
漢
遷
し
て
み
る
が
文
章
簡
潔
に
し
て
論

理
が
遙
に
明
晰
で
あ
る
。
又
「
喚
呼
先
生
何
人
乎
哉
」
ε
叫
ん
で
「
風
霜
子
佛
子
道
子
紳
数
年
而
各
回

　
　
　
　
出
門
素
行
に
於
け
ろ
古
學
思
想
の
獲
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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奮
學
研
究
第
八
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺
二

其
實
塗
装
進
遠
其
昇
高
轟
々
奔
轡
追
電
之
峻
怒
零
露
騰
秦
）
ご
も
當
代
の
転
覆
を
評
し
て
み
る
。

日
記
と
卓
筆
ε
の
問
に
四
歳
の
差
を
登
見
す
る
が
、
之
も
記
憶
の
凱
漏
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
ら

う
。
鼓
に
所
謂
明
壽
院
は
い
ふ
迄
も
な
く
藤
原
幌
窩
の
事
で
、
由
鹿
誌
に
は
北
関
山
入
、
藤
敏
夫
等

の
名
を
用
み
て
み
る
。
淺
野
賃
銀
公
は
備
後
三
次
壷
鹿
誌
に
は
三
好
〉
五
萬
石
の
城
圭
で
淺
野
幸

長
の
弟
但
馬
守
長
晟
の
庶
鵠
、
素
行
子
知
已
の
一
人
に
し
て
毒
筆
に
よ
れ
ば
「
第
一
博
學
多
才
唯
今

主
骨
院
を
さ
し
量
世
上
に
有
之
間
敷
候
レ
ε
か
「
兵
法
の
儀
無
事
の
襟
に
被
存
候
如
此
上
は
五
萬
石

望
候
共
似
合
不
恥
追
様
に
は
我
等
は
不
馬
身
」
こ
か
批
評
し
て
み
る
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
註
五
　
一
般
に
ぼ
由
弁
ミ
害
く
や
う
で
あ
る
が
素
行
の
日
詑
に
に
由
比
ご
目
し
て
あ
る
か
ら
そ
の
儘
た
用
ひ
て
お
く
〇

　
　
六
　
山
廃
罷
に
は
欝
而
二
丈
學
名
鳴
営
平
芯
あ
り
、
流
霜
本
の
…
六
ろ
有
朋
堂
文
零
本
の
残
華
に
ば
「
驚
く
有
之
］
書
鞭
っ
て
る
る
が
、
固
よ
り
儒

　
　
　
　
用
す
る
に
足
ら
な
い
。

残
筆
に
よ
れ
ば
斯
く
の
如
く
云
々
虚
無
の
沙
汰
を
本
こ
し
て
を
つ
た
け
れ
こ
も
「
今
日
日
用
事
物

の
上
に
お
い
て
は
更
に
合
黙
不
旦
夕
」
ε
い
ふ
の
で
、
之
も
自
分
の
不
器
用
故
ご
愈
々
七
宝
を
勤
め

た
○
或
は
又
日
用
事
物
の
上
の
事
は
甚
だ
古
い
か
ら
如
何
様
に
し
て
も
苦
し
か
ら
す
ε
も
考
へ

て
見
た
が
、
五
倫
の
滋
に
身
を
置
き
田
用
事
物
の
間
に
慮
接
し
て
み
る
ご
さ
う
も
な
ら
す
。
樹
下

石
上
の
佳
居
を
し
、
閑
居
濁
身
に
な
り
、
世
上
の
功
名
を
す
て
果
て
る
の
は
「
無
欲
清
浄
曲
事
維
言
語

卵



妙
用
旨
由
置
所
可
有
之
標
」
に
畳
え
る
け
れ
ざ
も
、
天
下
暦
家
四
民
事
物
の
上
に
渡
っ
て
は
大
な
る

事
は
言
ふ
に
及
ば
す
細
事
に
て
も
世
上
の
，
無
學
な
る
上
程
に
も
合
貼
が
い
か
な
い
。
或
は
仁
を

燈
堕
す
る
ε
き
は
一
a
の
間
に
天
下
の
事
が
す
む
や
う
に
考
へ
、
或
は
慈
悲
を
本
に
す
れ
ば
過
去

遽
々
の
功
徳
に
成
る
ご
迄
い
っ
て
、
實
は
世
間
ご
學
問
ご
は
別
の
事
に
な
っ
て
了
ふ
。
是
で
は
學

問
の
至
極
尋
こ
も
考
へ
ら
れ
ぬ
か
ら
儒
者
思
者
に
右
の
所
を
質
問
し
、
叉
大
徳
有
る
こ
い
は
れ
る
人

に
「
右
聖
意
」
を
尋
ね
て
入
の
作
略
を
見
聞
し
た
け
れ
ご
も
世
間
ご
は
合
は
す
皆
事
物
が
別
に
な
っ

て
み
る
。
紳
滋
は
本
朝
の
道
で
は
あ
る
が
、
奮
記
分
明
な
ら
す
、
片
端
ば
か
う
知
れ
て
全
か
ら
す
。

之
に
依
っ
て
彼
の
學
問
は
漸
次
不
審
の
度
を
深
め
て
行
く
。

四

・？09

　
租
心
麗
尼
の
斡
旋
に
よ
っ
て
受
壷
家
に
抱
へ
ら
れ
よ
う
ε
し
て
み
る
内
に
、
家
光
の
麗
去
を
見

た
の
で
、
璽
年
淺
野
内
匠
頭
の
懇
講
を
諾
し
て
知
行
一
千
石
宛
て
行
は
れ
た
。
恰
も
承
貸
元
鼠
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ト
ち

極
月
二
日
彼
の
三
十
一
歳
の
時
で
あ
っ
た
が
、
爾
後
萬
治
三
初
年
九
月
三
十
九
歳
に
至
る
七
ケ
年

十
ケ
月
間
は
至
極
優
遇
さ
れ
た
も
の
ざ
見
え
て
、

　
拙
者
儀
相
癒
の
奉
公
被
聯
付
候
標
に
二
面
願
串
候
へ
共
い
か
“
被
存
候
哉
番
並
使
者
一
度
も

　
　
　
　
由
碗
素
行
に
於
け
る
古
學
患
想
の
獲
逮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
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哲
學
研
究
第
八
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鴎

　
不
慮
申
付
候
、
定
而
拙
者
不
調
法
者
故
に
而
可
有
之
小
稽
古
日
を
定
置
我
等
晶
晶
候
時
分
は
馳

　
走
被
仕
候
而
浪
人
分
に
被
仕
候

ご
着
筆
に
記
さ
れ
て
み
る
○
素
行
子
聖
議
論
の
登
達
史
に
於
て
も
、
こ
の
七
ケ
年
十
ケ
月
は
相
當

に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
み
る
。
二
十
七
歳
の
修
身
受
用
書
意
二
言
ざ
纒
つ
た
著
述
を
出
し
て

み
な
い
我
が
素
行
子
は
、
三
十
五
歳
に
於
て
兵
學
、
武
士
滋
、
聖
學
の
諸
方
面
に
亘
っ
て
肥
代
を
記
念

す
べ
き
重
要
な
る
著
述
を
少
か
ら
ず
完
結
し
て
み
る
。
聖
霊
に
就
い
て
も
日
記
明
暦
二
輌
年
三

月
の
條
の
最
後
に
「
治
敢
要
鎌
、
修
鍛
要
録
、
武
激
要
録
成
」
ご
見
え
て
み
る
が
、
共
に
其
の
序
文
に
大
腱

の
思
想
は
窺
は
れ
る
。

　
治
殺
要
償
の
序
（
二
七
）
に
よ
れ
ば
、
嘗
て
論
語
學
而
註
を
憎
ん
で
「
學
者
鼻
聾
」
ε
あ
る
の
を
以
て
歎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
て
曰
く
「
學
而
無
数
則
不
實
學
」
ご
。
こ
、
に
實
學
を
説
明
し
て
、

　
窮
至
事
物
之
理
理
工
賢
聖
無
薮
畳
男
能
到
異
極
期
表
裏
精
粗
全
膿
大
鷺
無
不
明

ε
言
ひ
、
更
に
大
上
中
庸
の
闇
値
の
偉
大
な
る
こ
ご
を
力
説
し
て
み
る
。
僅
に
三
百
九
十
一
字
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遇
ぎ
ざ
る
門
入
の
こ
の
序
文
の
中
に
三
度
迄
も
實
學
・
の
語
が
見
え
て
み
る
。
又
「
古
今
論
語
專
鷲

翌
翌
談
唯
土
俗
弊
而
網
領
事
隅
殆
不
備
」
ご
論
じ
「
治
敷
要
録
町
尽
書
似
因
眞
丘
氏
罫
書
而
其
趣
向

甚
殊
也
」
ご
説
い
て
、
勿
論
後
年
の
如
く
三
野
宋
明
の
註
に
よ
ら
す
、
直
接
周
公
孔
子
へ
復
讐
す
る
ご
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い
ふ
迄
に
は
進
ん
で
み
な
い
が
、
大
宰
に
於
て
程
朱
を
奉
じ
な
が
ら
も
幽
玄
な
出
世
間
的
な
老
荘

を
離
れ
、
特
に
實
學
的
方
面
へ
向
っ
て
み
た
こ
ご
は
即
せ
ら
れ
る
。
残
筆
の

　
我
等
事
幼
少
よ
り
飛
年
中
専
中
子
朱
子
之
學
筋
を
勤
（
中
略
）
中
比
老
子
荘
子
を
好
み
云
々

の
邊
や
修
敷
要
録
の
薗
序
を
護
む
と
「
中
比
」
既
に
程
小
宮
を
棄
て
た
や
う
に
も
思
は
れ
る
が
i

中
頃
及
び
肛
年
の
意
義
は
、
治
激
要
録
及
び
修
激
要
録
ε
獲
麟
ビ
で
数
年
の
差
異
を
螢
醸
す
る
が
、

こ
、
は
二
十
七
歳
前
後
を
意
味
す
る
1
實
際
は
儒
學
の
傍
、
老
荘
に
熟
魅
し
た
丈
で
、
そ
の
儒
學

は
相
鍵
ら
す
程
朱
の
流
を
汲
ん
で
み
た
も
の
ξ
察
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
治
敷
要
録
の
自
敏
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

或
は
「
明
明
徳
於
天
下
者
大
學
之
所
極
也
聖
學
之
淵
源
到
子
弦
至
楽
盤
尖
」
ご
説
き
、
或
は
「
古
鐘
帝
王

爲
治
之
要
＝
言
而
可
幾
所
謂
以
凌
雲
爲
本
是
也
、
爲
治
之
序
有
次
第
節
目
有
先
後
急
変
所
謂
衛
身

喪
家
治
國
露
天
下
羨
し
ご
論
じ
て
み
る
。
蓋
し
宋
儒
眞
徳
秀
の
大
難
玄
義
を
明
儒
丘
溶
が
後
に
追

補
せ
る
も
の
に
古
き
童
言
を
増
減
し
其
説
を
先
後
し
本
朝
の
俗
を
考
へ
更
に
面
々
的
に
述
べ
た

も
の
で
（
門
人
の
序
文
無
毒
）
こ
の
両
入
（
註
七
）
は
大
釜
に
於
て
朱
子
直
読
ご
見
て
よ
い
。

　
　
註
七
宋
元
三
案
巻
八
十
一
に
西
門
眞
氏
學
案
が
あ
る
。
街
爾
氏
の
観
に
岩
輩
氏
儒
潔
斎
魏
七
｝
六
頁
病
毒

　
修
敷
要
録
十
悪
を
通
じ
て
、
応
問
の
目
的
は
修
身
で
あ
る
が
其
の
目
的
を
達
す
る
に
は
三
つ
の

要
素
が
あ
る
。
遣
源
、
學
問
、
力
行
帥
ち
是
で
あ
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
其
の
白
H
序
（
語
派
）
に
い
ふ
。

　
　
　
　
山
鹿
輿
行
に
於
け
る
古
學
思
撫
…
の
獲
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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一
六

　
不
得
滋
源
則
下
學
而
不
知
上
達
、
興
學
術
泥
着
形
而
下
者
野
晒
半
半
塞
蔀
不
通
也
唯
言
滋
源
而

　
不
艶
麗
知
力
行
戦
功
則
其
學
馳
高
遽
而
求
心
期
悟
捉
虚
寂
蹟
虚
蝉
華
墨
致
糊
地
故
致
知
力
行

　
滋
源
一
有
闘
則
不
聖
學

ご
。
吾
人
は
素
行
子
前
期
の
著
述
に
於
て
、
未
だ
曾
て
登
見
せ
ざ
る
聖
學
の
語
を
、
治
敷
要
録
の
自

序
四
百
四
十
一
字
中
に
ニ
ケ
所
登
見
し
、
重
ね
て
本
書
の
華
靡
四
百
入
十
三
雨
中
に
於
て
三
度
こ

の
語
に
接
し
た
（
素
行
子
山
鹿
甚
五
左
衛
門
二
四
三
1
一
二
四
四
頁
引
用
の
全
文
に
二
塁
し
か
見

え
な
い
の
は
明
に
脱
字
で
あ
る
）
こ
れ
も
聖
學
論
登
達
史
上
注
意
す
べ
き
事
で
あ
る
。
そ
の
致
知

力
行
を
説
き
學
の
高
遠
に
馳
す
る
を
悪
む
ご
こ
ろ
に
隠
元
に
観
し
て
典
鳴
を
準
じ
得
な
か
っ
た

斯
以
を
認
め
得
る
ε
思
ふ
。
山
鹿
誌
十
一
頁
輩
は

　
先
生
問
佛
法
之
之
大
意
、
懸
世
羅
醤
之
要
田
入
心
明
認
之
外
先
生
悉
早
早
知
也
云
々

ε
見
・
民
て
る
る
。
　
残
筆
に

　
此
糖
分
は
別
而
佛
法
を
貴
ひ
候
而
諸
五
山
の
名
知
識
に
逢
墾
學
舞
殿
を
樂
耳
元
諜
師
江
迄
命

　
相
看
候

ご
あ
る
の
も
二
十
七
入
歳
頃
か
ら
此
頃
迄
を
さ
す
も
の
で
あ
ら
う
が
、
隠
元
に
會
つ
だ
頃
は
既
に

前
述
の
如
く
實
學
的
傾
向
を
強
く
帯
び
て
み
る
時
で
あ
っ
た
。
旧
師
ご
の
問
答
は
獄
記
萬
治
元
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年
十
月
十
六
日
の
條
に
詳
に
記
さ
れ
て
み
る
。
帥
ち
彼
の
三
十
七
歳
の
事
で
あ
る
。

　
　
識
入
　
膚
筆
の
原
本
に
は
泥
も
虚
も
境
今
の
活
字
に
求
め
得
ぬ
鑑
に
作
っ
て
あ
ろ
が
今
便
宜
上
改
め
て
お
く
。

　
素
行
子
山
鹿
甚
五
左
衛
門
二
四
五
頁
に
日
ふ
。

　
弦
に
注
意
す
べ
き
こ
ご
は
素
行
子
が
修
敷
要
録
の
序
に
於
て
既
に
素
行
子
一
流
の
聖
學
を
唱

　
導
す
べ
く
師
ち
自
己
の
學
系
ご
自
己
の
向
上
ざ
自
己
の
主
張
ご
を
明
に
宣
言
し
て
居
ら
る
、

　
こ
竃
で
あ
る
。
乃
ち
後
の
聖
激
要
録
が
素
行
子
一
流
の
聖
學
唱
導
の
宣
言
に
罪
す
し
て
既
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十
年
前
に
於
て
其
の
第
一
矢
は
放
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
蓋
し
修
激
尊
墨
十
懇
は
後
の
聖
激

　
　
　
　
　
　
　

　
要
鎌
の
廣
本
こ
も
云
ふ
べ
く
此
の
本
に
於
て
素
行
子
一
流
の
聖
學
は
窺
ひ
得
ら
る
る
の
で
あ

　
るご

。
實
學
罪
障
等
に
就
い
て
、
治
敷
修
鍛
爾
要
鎌
の
思
想
を
形
式
上
か
ら
少
し
く
前
述
し
π
が
、
更

に
素
行
自
ら
聯
盟
要
録
の
自
序
に
思
想
の
墾
遷
を
述
べ
て
、
最
初
に
修
身
受
用
抄
前
後
の
思
想
ε

思
は
れ
る
も
の
を
説
き
，
次
に
，

　
近
史
籍
思
學
是
何
修
身
而
己
耳
飾
膿
認
於
身
上
則
父
子
之
間
濫
臣
之
際
畳
畳
知
之
不
致
行
之

　
不
力
於
逃
去
意
見
棄
高
遠
近
恩
則
向
之
所
爲
皆
放
僻
邪
異
奥
向
之
華
言
皆
背
天
麗
人
立
言
也

　
故
事
物
交
接
之
則
與
天
地
惇
戻
是
撹
源
不
明
而
知
行
易
擦
也
夫
明
滋
源
之
術
不
在
學
問
測
英

　
　
　
　
傾
鹿
素
行
に
於
け
る
古
藁
思
想
の
襲
蓬
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
一
七



3工4

　
　
　
　
哲
學
研
究
第
八
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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知
常
器
欲
致
其
知
則
力
行
謡
言
其
敷
其
数
不
得
蔦
蔓
尊
霊
致
知
如
此
期
道
源
遽
明
而
所
聖
學
・

　
之
始
絡
也
故
今
以
修
身
霊
的
息
遣
源
學
問
力
行
爲
三
要
云
々

ε
述
べ
て
み
る
◎
漸
次
襲
達
し
て
來
た
素
行
子
の
學
問
が
此
頃
に
な
っ
て
籐
程
の
等
化
を
示
し

π
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
は
右
の
「
近
來
籍
思
學
是
何
修
身
而
己
」
以
下
に
述
べ
て
み
る
の
が
素
行
子

生
涯
の
根
本
論
ご
な
る
べ
き
聖
序
論
の
眞
髄
ビ
見
て
も
よ
い
か
ご
思
ふ
。
配
所
残
筆
で
「
日
用
事

物
の
上
に
お
い
て
は
更
に
合
鮎
二
塁
候
云
々
」
を
云
っ
て
、
切
り
に
落
ち
着
く
べ
き
先
き
を
求
め
て

み
る
時
の
聖
學
の
思
想
ε
全
然
同
一
で
あ
っ
て
二
三
の
免
際
は
修
敷
要
録
の
里
雪
（
三
十
五
歳
を

さ
す
も
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
か
く
て
學
問
に
不
審
が
出
來
て
愈
々
博
く
諸
書
を
見
、
古
の
學
者

だ
ち
の
申
し
置
き
た
る
儀
を
考
へ
た
け
れ
ざ
も
不
審
の
門
々
は
増
が
明
か
な
い
の
で
、
定
め
て
自

分
の
料
簡
に
相
違
が
有
る
事
ε
考
へ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
数
年
此
身
審
不
分
明
候
所
寛
文
の
初
我
等
存
候
は
漢
唐
宋
明
の
學
者
の
書
を
見
候
貫
合
窯
不

　
墾
候
上
告
に
導
出
孔
子
の
書
を
見
申
子
て
是
を
手
本
に
仕
絶
て
學
問
の
筋
を
正
し
紫
野
存
そ

　
れ
よ
り
不
通
（
註
九
）
後
世
の
書
物
を
ば
不
用
聖
人
の
書
窓
を
書
夜
営
候
て
初
て
聖
學
の
遽
筋
分

　
明
に
得
心
仕
候
て
聖
學
の
の
）
を
定
候

ご
い
ふ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
Q
是
か
ら
推
し
て
考
へ
る
ビ
、
三
十
五
歳
に
於
て
大
岸
聖
學
論
が
概



念
的
に
出
來
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
数
年
間
（
三
十
五
歳
よ
り
四
十
歳
或
は
四
十
歳
代
）
そ
の

不
審
が
は
れ
す
に
る
て
、
寛
文
の
初
（
寛
文
元
年
は
四
十
歳
）
に
そ
の
全
う
所
ご
し
て
射
界
孔
子
へ
の

復
露
を
獲
晒
し
た
の
で
あ
る
。
山
鹿
誌
十
二
、
十
三
頁
に
三
十
九
歳
の
事
を
述
べ
た
後
に
そ
の
後

の
経
過
を
示
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
徳
行
彌
厚
學
無
理
而
絡
知
潤
筆
之
意
義
悉
宗
性
心
墨
壷
而
期
頓
悟
母
地
暫
如
殊
異
端
而
其
實

　
趣
全
同
異
端
大
乖
戻
聖
入
之
遁
也
，

ビ
い
っ
て
み
る
の
も
、
亦
以
て
墾
考
ご
す
る
に
足
る
。
要
す
る
に
十
時
聖
學
の
概
念
だ
け
が
大
醗

出
來
上
っ
た
の
で
、
未
だ
眞
の
孔
子
敷
へ
は
目
醒
め
て
み
な
か
っ
た
。
「
第
一
矢
」
定
認
め
た
の
は
か

の
著
者
の
卓
見
で
あ
る
が
、
聖
敷
要
録
を
略
本
ご
見
て
そ
れ
に
封
ず
る
国
本
ご
し
て
な
ら
ば
，
あ
く

迄
山
鹿
語
類
中
の
聖
學
篇
を
推
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
（
未
完
、
ご
　
、
三
、
一
二
稿
）

　
　
設
九
　
不
通
け
μ
肱
口
逓
で
は
な
い
全
く
ミ
い
ふ
位
の
音
…
o
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由
鹿
素
行
に
於
け
ろ
古
學
思
想
の
嚢
逮

一
九


